
 

 

いちかわの 
いきもの いいまち いいえがお 

写真展@あいねすと 
 

写真展示期間 令和 7 年 2 月 8 日(土) 
～3 月 16 日(日) 

作品募集中！ 令和 7 年 1 月 31 日（金）必着 

市川市内で撮った①生き物や自然、②市川らしい

街並み、街と自然、③人々の素敵な笑顔 を題材

にした写真を募集します。２L～A４サイズのプ

リントで、お気軽にご応募ください。応募要項等

はあいねすと行事案内のページ（下の QR コー

ド）からダウンロードできます。 

 

 

■ 土曜日は、あいねすとのミニ観察会 
１月 4日、11日、18日、25日         

２月 1日、 8日、15日、22日 

３月 1日、29日（8、15、22 日は中止）

（雨天時は中止） 

 

 

あいねすとの前を流れる丸浜川沿いの

道を、生きものをさがしながらゆった

りお散歩します。見る、聞く、かぐ、触

れるなど五感を使って自然を観察しま

しょう。歩きやすい靴、帽子、水筒は必

ずご用意ください。なお、あいねすと周

辺に飲料の自動販売機はありません。 

各日先着 10 名  

開始時間 午後 1 時 30 分、 

受付開始 開始時間の 30 分前から 

黄金色の実をたわわに実らせるセンダン
の大木が丸浜川河畔にあります。1 月ご
ろ、オナガ、ツグミ、ヒヨドリ、ムクドリ
などが木に群がり、夢中で実を飲み込む
姿が見られます。厳冬期、鳥たちがどのよ
うに過ごしているかに注目です。 

※イベントの予定は、諸事情により変更になる場合があります。上記の QR コードから行事案内をお確かめの上、ご来館ください。 

 

 
公式 
Web サイト 
あいねすと 
行事案内 

センダンの実を食べにくる鳥たち 

※ベビーカーや車いすの方も参加できます。 

 

あいねすと通信 

発行者 市川市行徳野鳥観察舎あいねすと 

2024 年１２月２０日 第１３号 
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■ 冬のイベント   

鳥みくじ 1 月 4 日(土)～1 月 8 日（水）開館時間中 

鳥かるた/鳥ふくわらい 1 月 4 日(土)～1 月 13 日

（月・祝） 鳥かるたは、最終受付午後 4 時 30 分 

鳥たちが新しい年を切り開くメッセージをくれる鳥みくじ、字札

から絵札の鳥を当てる鳥かるた（参加者には景品がありま

す）、鳥の顔のパーツを組み合わせて完成させる鳥ふくわら

い、楽しいお正月行事で遊びましょう！ 

12 月 22 日（日） 午前 9 時 30 分～午後 4 時  

まつぼっくりと廃プラスチックなどを使って、手の 

ひらに乗るミニクリスマスツリーをつくります。 

小さいお子さんも大人の方もぜひどうぞ！ 

あいねすとのお正月（鳥みくじ・鳥かるた・鳥ふくわらい） 

 

まつぼっくりツリーをつくろう！ 申込不要 
 
  

令和 6 年 12 月 11 日、しゃもじ

のようなクチバシのクロツラヘラ

サギが行徳近郊緑地に立ち寄りま

した。世界で 7,000 羽に満たな

い絶滅危惧種の希少な鳥です。 



  
 

 

 

■ あいねすとへのアクセス 
最寄り駅は、東京メトロ東西線の行徳駅または南行徳駅で

す。駅からは徒歩またはバスをご利用いただけます。 

また、JR 本八幡駅南口からもバスが出ています。 

車でお越しの際は無料駐車場がございますが、収容台数が

少ないので公共交通機関のご利用をお願いいたします。 

 

 
あいねすとの詳しい情報は 

右の QR コードからご覧いただけます。 

 

営業時間 午前 9 時～午後 4 時４５分 

 
  
冷たい風の中で自然散策を楽しんだら、

温かい飲み物と焼き菓子でほっとひとい

き。この冬はジェラートもあります。 

※中 2 階と 2 階では、飲みもののみとさ

せていただきます。また、食べ物の持ち込

みはご遠慮ください。 

 

 

■ あいねすとカフェ 

■ あいねすとから見られる冬～春の鳥 

 

トウネズミモチの実を食べ
るヒヨドリ 

海の上でくつろぐキン
クロハジロのペア 

あいねすとから見られる冬～春の鳥 

コガモ 

カルガモ 

スズガモ 

キンクロハジロ 

ウミアイサ 

カンムリカイツブリ 

カワウ  

アオサギ 

ダイサギ  

コサギ 

ヒクイナ 

オオバン 

トビ  

オオタカ 

ノスリ 

チュウヒ 

カワセミ 

 

オナガ  

ハシボソガラス  

ハシブトガラス 

シジュウカラ   

ヒヨドリ  

ウグイス 

メジロ  

ムクドリ  

ツグミ 

シロハラ 

ジョウビタキ 

スズメ  

ハクセキレイ 

アオジ 

オオジュリン 

ほか 

 

■ あいねすと周辺の花と草木 
カワヅザクラ（河津桜） 

2 月の末頃から他の桜より一足早く、

華やかな濃いピンク色に咲きます。日

本固有種のオオシマザクラと、中国産

のカンヒザクラの自然交配とされ、伊

豆半島の河津町で発見されたことか

らカワヅザクラの名がつきました。温

暖な気候と肥沃で水はけのよい土壌

を好みます。受粉を助ける昆虫が活発

に活動する前に花が咲くため、受粉は

メジロやヒヨドリなどが担います。 

カワヅザクラの蜜を
吸うメジロ 

木の葉が落ちきり、小鳥を見やすくなります。1 月は木の実を

食べにくる小鳥たちや、海の上のカモ類、カイツブリ類、上空

には猛禽類と、たくさんの鳥たちが目を楽しませてくれる季節

です。2 月末にカワヅザクラが咲き始めると、メジロやヒヨド

リが花の蜜を吸う可憐な姿が見られるようになります。 

3 月に入ると、北帰行がはじまります。旅の

前にカモ類が海の上で集合しています。 

 

（鳥名は日本鳥類目録順） 
 

 

■ 企画展 鳥のクチバシ 鳥の足 

翼や羽根のつぎに、鳥の姿を

鳥らしく見せているのは、と

がったクチバシと細い足。ク

チバシと足を観察すること

で、鳥たちの生活が垣間見え

てきます。今回は、市川市 

自然博物館や、我孫子市鳥の博物館のご協力を得て、鳥たち

の骨格や標本の写真も駆使して鳥たちのクチバシや足の秘

密に迫ります。フィールドでの観察が楽しくなる展示です。 


